
　COVID-19ではさまざまな病態により過剰な凝固活性化を生じ，静脈
血栓塞栓症を発症する。COVID-19は他のウィルス性肺炎よりも明らか
に血栓塞栓症の頻度が高く，COVID-19特有の病態といえる。COVID-19
でも特に重症例で血栓塞栓症の頻度が高く，抗ウィルス薬，抗炎症療法
以外にも抗凝固療法が重要となってくる。これまで，ISTHや日本血栓
止血学会からCOVID-19症例における静脈血栓塞栓症に対する診療ガ
イダンスが提言されている。抗凝固療法については，2020年12月の段
階では使用薬剤，投与量，治療期間などのエビデンスがいまだ十分に蓄
積されておらず手探り状態ではあるが，現段階での暫定治療指針につい
て紹介する。
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